
（別紙４）

～ R8年　2月　１日

（対象者数） 24 （回答者数） 13

～ R8年　2月　１日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ R8年　2月　１日

（対象数） 24 （回答数） 14

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

各々の保育所等訪問支援相談員が他の職員や訪問先の職員等

と柔軟に連携できるように取り組むこと。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用者の不安につながらないように保育所等訪問支援の相談

員とあらゆる専門職が密に情報を共有する機会を持つ。

2

3

専門職が多く保護者や学校・事業所等の困りごとに様々な角

度から対応できること。

今年度より心理職を新たに配置し、発達に関する様々な相談

に対応できるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援に対応できる職員数が減少したこと。 今年度は、新規事業の開始に伴い施設内において、職員の配

置変更があり、保育所等訪問支援事業を少数の相談員で対応

していること。

R7年　４月　４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R８年　３月　６日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R7年　４月　４日

○事業所名 高槻市立療育園　保育所等訪問支援事業

○保護者評価実施期間 R7年　４月　４日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


